
別記様式

担当課 学務課

会 議 の 名 称 第３回 田間宮小学校学校運営協議会

開 催 日 令和５年１１月３０日（木）

開 催 時 間 午後１３時００分 開会・午後１５時１０分 閉会

開 催 場 所 田間宮小学校 第２会議室

議長(委員長・会長)

氏 名
会長 奈良 髙男

出席者(委員)氏名

（出席者数）

（会長及び委員名出席）

・奈良 髙男 ・長島 祥一 ・山川 佐知江

・橋本 浩 ・大橋 誠 ・神澤 和美

・江原 新治 ・山本 泰史 ・江藤 大輔 （9名）
欠席者(委員)氏名

（欠席者数)

（欠席委員名）

金子 裕昭 （１名）

傍聴の可否

（傍聴者数）
可（０名）

会

議

の

内

容

（議題）

１ 学校運営の現状及び課題について

２ 学校保健委員会参加

３ 質疑応答・意見（意見交換）

（決定事項など）

（１）学校運営の現状及び課題について（２）学校保健委員会（３）意見交換

＜主な意見等＞

・児童の実態を踏まえて学力向上プランを作成した。そのプランを全教職員で共

有し、学力向上に向けて取り組んでいる。

・今後の課題についても、児童一人一人の学力向上のために、学力向上プラン定

期的に見直し、実行していく。

・不登校児童や不登校傾向児童が、７月末時点では５名であったが、現在は１０

名という状況にある。特に高学年に多い傾向である。

・価値観が多様化しているので、「学校に行けない子は、行かなくていい」とい

う考えをもつ親がいる。

・不登校児童の親で、子どもとの接し方に不安を感じている方もいる。

・アンケートを取り、早期発見、早期解決できるようにしている。

・児童の状況に合わせた適切な専門機関への紹介をしていく必要がある。

・PTAの資源回収に地域の方々にも協力をしていただきたい。

・学校保健委員会のヨガは、普段使わない筋肉を使えてよかった。保護者への呼

びかけや参加者がもっと多くなるとよい。

・鉛筆の持ち方が気になる児童がいる。１年生で徹底して指導し、それを１年間

評価し続けるべきである。

配
布
資
料

１ 次第

２ 学校運営協議会資料

３ 令和５年度 後期 学力向上たまみやプラン

４ 学校保健委員会だより

５ 田間宮小学校開校150周年記念集会の資料




